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11月上旬から管内各地区で産業祭が開催され、農林産物品評会の実施や青年連盟、
女性部なども出店し賑わいました。また、桜江支店ではグラウンドゴルフ大会を同時開催しました。

美郷町産業祭農林産物品評会入賞者（敬称略）

金
　
賞

品目名 出品者名
白ねぎ 有　井　昌　晃
自然薯 尾　原　　　豊
白菜 浅　原　玲　子
きゅうり 竹　下　雄　司
大根 品　川　眞寿枝

銀
　
賞

品目名 出品者名
レタス 道　畑　俊　男
ショウガ 道　畑　俊　男
里芋 尾　原　　　豊
白ねぎ イ　ニョマン・ジュニアルタ
白ねぎ 横　倉　大　介
ダンボールじゃがいも 美郷町デイサービスセンターつくし苑
ミニトマト（アイコ） 安　田　仁　司

銅
　
賞

品目名 出品者名
ピーマン 浅　原　玲　子
さつまいも 大和小学校２年生
柿 下　手　住　夫
ウコン 烏　田　正　輝
白菜 平　岡　敏　恭
キウイ 景　山　春　芳
さつまいも 梅　田　信　雄
白ねぎ 加　島　初　美
ブロッコリー 安　田　仁　司
ショウガ 窪　田　幸　子

秋秋のの祭典祭典2023

第19回 美郷町産業祭
「みさとふるさと祭り」 11月12日日

第36回 桜江町産業祭
「桜江いきいき祭り」

第36回 桜江いきいき祭り 農林産物品評会入賞者発表（敬称略）
最優秀賞	 レモン　　堀　　優　子		

品　名 金　賞 銀　賞 銅　賞 特 別 賞
白ねぎの部 小　松　隆　司
ごぼうの部 丸　山　伸　司 小　松　隆　司
ながいもの部
里芋の部 静　川　美　子
出荷の部 モロッコインゲン

酒　井　靖　夫
ピーマン
山　田　　　博

キャベツ
小　松　隆　司

しいたけ
小　松　隆　司

菜園の部 じゃがいも
階　本　誠　一

ニンジン
細　川　はつみ 大根

細　川　はつみ白菜
佐々木　啓　裕

果実の部 レモン
堀　　　優　子

みかん
酒　井　勝　美

みかん
佐々木　啓　裕 柿（珍品）

岩　崎　久　廣ゆず
酒　井　勝　美

ゆず
大　谷　初　子

穀類の部 玄米きぬむすめ
川　崎　泰　孝

その他の部 あけび 
酒　井　勝　美

桜江支店
グラウンドゴルフ大会順位（敬称略）

優　勝 舩　津　愼　二
準優勝 竹　下　政　信
３位 山　下　嘉　雄
４位 伊　達　正　博
５位 鈩　　　静　夫

11月
11日土・12日日

第45回
川本町産業祭

11月5日日
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【受賞者】

順位 氏　名 受賞牛
首席 美郷町 尾原　恵美子 ひこぼし号
２席 邑南町 森田　富士夫 さくらあん号
３席 邑南町 （合）かしまや実業 ひちたき2114号
４席 邑南町 寺本　武光 のこ号
５席 川本町 岡田　正明 さつきざくら号

今
年
管
内
で
産
ま
れ
た
子
牛
を
一
堂
に
集
め
「
令
和
５
年
度
Ｊ
Ａ
島
根
お
お
ち
管
内
子

牛
共
進
会
」
を
石
見
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
共
進
会
は
島
根
お
お
ち
管
内
産
牛
の
更
な
る
優
良
雌
牛
の
選
出
を
目
的
に
開
催
し

て
い
ま
す
。
当
日
畜
産
セ
ン
タ
ー
に
は
、
十
二
頭
が
出
品
さ
れ
、
西
部
農
林
水
産
振
興
セ

ン
タ
ー
家
畜
衛
生
部
長
外
５
名
の
審
査
員
に
よ
り
個
体
・
比
較
審
査
な
ど
の
厳
正
な
審
査

が
行
わ
れ
、
各
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

特
選
賞
上
位
の
子
牛
は
保
留
さ
れ
、
地
域
の
畜
産
に
貢
献
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
統
括
支
店
で
は
、
Ｊ
Ａ
に
年
金
口
座
を
ご
指
定
い
た
だ
い
て
い

る
管
内
の
方
を
対
象
と
し
た
年
金
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
邑
南
町
い
わ
み
ス
タ
ジ
ア

ム
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
３
年
見
送
り
、
よ
う
や
く
今
年
９
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
こ
の
大
会
は
、

組
合
員
相
互
の
親
睦
と
健
康
増
進
を
目
的
に
企
画
し
、
高
齢
化
す
る
地
域
社
会
の
な
か
で

組
合
員
、
地
域
住
民
、
Ｊ
Ａ
が
一
体
と
な
っ
て
、
健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
目

指
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
管
内
の
各
地
区
よ
り
87
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
秋
冷
え
す
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
し
た
が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
出
す
参
加
者
も
多
数
お
ら
れ
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
真
剣
に
、
ま
た
良
い
シ
ョ
ッ
ト
の
後
に
は
声

を
掛
け
あ
う
な
ど
、
プ
レ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

令
和
５
年
度
Ｊ
Ａ
島
根
お
お
ち
管
内

子
牛
共
進
会
開
催

年
金
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

７
11月

15
11月

首席：尾原恵美子さん愛牛 ひこぼし号

優　勝：若竹　もと子（石見）【写真中央】
準優勝：田中　義雄（桜江）【写真左】
第三位：反田　忠士（桜江）【写真右】
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島
根
お
お
ち
白
ネ
ギ
部
会
で
全
農
ア
グ
リ
ウ
エ
ス
ト
株

式
会
社
へ
視
察
研
修
に
伺
い
ま
し
た
。
白
ネ
ギ
の
栽
培
に

使
用
す
る
「
専
用
肥
料
」
に
つ
い
て
講
義
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
肥
料
工
場
と
土
壌
分
析
に
つ
い
て
も
見
学

を
行
い
ま
し
た
。
白
ネ
ギ
の
専
用
肥
料
を
使
用
す
る
こ
と

で
、
品
質
向
上
と
追
肥
作
業
の
省
力
化
が
図
ら
れ
、
生
産

効
率
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
島
根
お
お
ち
白
ネ
ギ
部

会
部
会
長
有
井
昌
晃
さ
ん
は
「
専
用
肥
料
を
使
用
す
る
こ

と
で
、
栽
培
に
よ
り
集
中
が
出
来
ま
す
。
品
質
の
向
上
を

図
り
、
良
品
質
な
白
ネ
ギ
の
栽
培
に
努
め
ま
す
」
と
次
年

度
の
栽
培
に
む
け
て
、心
強
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

島
根
お
お
ち
農
業
青
色
申
告
会
前
会
長
の
椿
徹
様
が
、
令

和
５
年
11
月
14
日
に
島
根
県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会

議
室
に
て
行
わ
れ
た
令
和
５
年
度
納
税
表
彰
式
に
お
い
て
、

申
告
納
税
制
度
の
普
及
発
展
に
努
め
ら

れ
た
多
年
に
わ
た
る
功
績
に
対
し
て
浜
田

税
務
署
長
よ
り
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

島
根
お
お
ち
農
業
青
色
申
告
会
で
は

引
き
続
き
、
税
務
に
関
す
る
知
識
を
深
め

る
た
め
研
修
会
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

島
根
お
お
ち

白
ネ
ギ
部
会
視
察
研
修

令
和
５
年
度
納
税
表
彰
式

10
11月

14
11月

島
根
お
お
ち
菌
床
し
い
た
け
生
産
組
合（
上
田
文
雄
会
長
）

と
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
、
邑
南
町
中
野
農
業
団
地
セ
ン

タ
ー
に
て
出
荷
目
合
わ
せ
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

選
別
の
際
「
こ
れ
は
ど
う
か
な
？
」
と
、
判
断
に
悩
む
し
い

た
け
を
持
ち
寄
り
、
出
荷
の
規
格
を
確
認
し
ま
し
た
。
指
導

に
当
た
っ
た
広
印
広
島
青
果
株
式
会
社
と
株
式
会
社
米
子

青
果
の
担
当
者
か
ら
は
、「
い
つ
も
品
質
が
安
定
し
た
し
い
た
け
を
出
荷
い
た
だ
い
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
冬
場
の
需
要
期
に
向
け
て
、
多
く
の
量
を
出
荷
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
期
待
を

込
め
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
産
組
合
で
は
12
の
生
産
者
が
菌
床
し
い
た
け
を
生
産
し
、

広
島
、
山
陰
方
面
の
市
場
や
地
元
産
直
市
、
Ａ
コ
ー
プ
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

菌
床
し
い
た
け

出
荷
目
合
わ
せ
会

21
11月

表彰を受ける椿徹様

江
ノ
川
茶
業
振
興
協
議
会
（
川
﨑
泰
孝
会
長
）
は
、「
道

の
駅
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
か
わ
も
と
」
に
て
江

津
市
桜
江
町
の
住
江
茶
業
組
合
で
生
産
さ
れ
た
お
茶
の
試

飲
即
売
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

試
飲
即
売
会
で
は
、
今
年
の
秋
に
収
穫
し
た
茶
葉
で
加
工
さ
れ
た
「
ほ
う
じ
茶
」
を
試

飲
し
て
い
た
だ
き
、
４
種
類
の
お
茶
を
販
売
し
ま
し
た
。
少
し
肌
寒
か
っ
た
こ
の
日
、
即
売

ブ
ー
ス
に
立
ち
寄
ら
れ
た
お
客
様
は
「
あ
っ
た
ま
る
。
美
味
し
い
」
と
お
茶
を
手
に
取
ら
れ
、

川
﨑
会
長
は「
江
ノ
川
の
お
茶
は
、自
然
豊
か
な
環
境
で
育
っ
た
美
味
し
い
お
茶
で
す
。
も
っ

と
た
く
さ
ん
飲
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
自
信
を
込
め
て
声
掛
け
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

住
江
茶
業
組
合
の
お
茶
は
「
道
の
駅
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
か
わ
も
と
」
の
他
、「
道
の

駅
サ
ン
ピ
コ
ご
う
つ
」
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
茶
試
飲
即
売
会
の

開
催

26
11月

出荷の規格を確認されている生産者
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ゆ
と
り
倶
楽
部
の
第
７
回
講
座
は
、
邑
南
町
矢

上
の
宮
本
昭
枝
さ
ん
に
ク
リ
ス
マ
ス
用
の
「
寄
せ

植
え
」
を
習
い
ま
し
た
。
初
め
に
植
木
鉢
に
入
れ

る
鉢
底
石
、
培
養
土
、
肥
料
の
量
や
順
番
、
必
ず

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
こ
と
な
ど
鉢
植

え
の
基
本
と
、
植
え
付
け
る
ゴ
ー
ル
ド
ウ
エ
ス
ト
、

パ
ン
ジ
ー
、
ビ
オ
ラ
な
ど
７
種
類
の
植
物
そ
れ
ぞ

れ
の
特
性
と
管
理
方
法
、
植
え
付
け
る
時
の
ポ
イ

ン
ト
を
聞
い
た
あ
と
、
好
み
の
苗
を
選
び
、
鉢
を

壁
際
に
置
く
か
、四
方
か
ら
観
賞
す
る
か
を
決
め
、

植
物
の
成
長
を
考
慮
し
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
レ
イ
ア

ウ
ト
し
植
え
付
け
ま
し
た
。
仕
上
げ
に
金
、
銀
の

糸
や
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
を
思
い
思
い
に

飾
り
付
け
て

完
成
し
ま
し

た
。
最
後
に

冬
場
の
水
や

り
に
つ
い
て

聞
き
、
講
座

を
終
了
し
ま

し
た
。

ゆ
と
り
倶
楽
部
第
７
回
講
座
開
催

15
11月

島
根
お
お
ち
農
政
会
議
協
議
会
（
山

中
康
樹
会
長
）
と
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
島
根
お
お

ち
地
区
本
部
は
、
石
見
支
店
会
議
室
に
於

い
て
農
政
研
修
会
を
開
催
し
、
38
名
が
出

席
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
に
先
立
ち
山
中
会
長
か
ら
「
今

回
の
研
修
は
、
農
政
諸
課
題
に
対
す
る
認

識
を
高
め
、
農
家
が
直
面
し
て
い
る
状
況

を
国
、
県
、
各
市
町
、
Ｊ
Ａ
に
訴
え
、
生

産
者
と
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と

趣
旨
を
説
明
さ
れ
、
服
部
幸
信
本
部
長
か

ら
は
Ｊ
Ａ
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
有
機

栽
培
や
米
粉
用
品
種
の
栽
培
等
に
つ
い
て

の
情
勢
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
国
政
報
告
会
と
し
て
、
島

根
県
第
２
区
選
出
の
高
見
や
す
ひ
ろ
衆
議

院
議
員
か
ら
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
、

30
年
間
変
わ
っ
て
い
な
い
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
今
後

の
担
い
手
不
足
対
策
と
し
て
ス
マ
ー
ト
農

業
の
必
要
性
等
、
丁
寧
に
お
話
を
い
た
だ

き
「
島
根
か
ら
の
声
を
反
映
で
き
る
よ
う

全
力
で
働
き
か
け
を
し
て
い
き
ま
す
」
と

力
強
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

島
根
お
お
ち
農
政
研
修
会
の
開
催

25
11月

国政報告会　高見やすひろ衆議院議員 研修に先立ちあいさつする山中会長
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農 だ よ り営

新規

JA しまね 島根おおち地区本部 令和６年度水稲・園芸作物振興計画JA しまね 島根おおち地区本部 令和６年度水稲・園芸作物振興計画

品　目 振興策 具体策 助　成

白ねぎ

※白ねぎの面積換算は　ミニねぎ8枚／a　白ねぎ6枚／a※
面積拡大（出荷量増大）
にむけた対策

10a以上作付け者へ苗助成　※苗60枚以上 500円／箱
新規作付け苗助成（2a以上）　※苗12枚以上（予算の範囲内） １／２

施設利用対策 出荷調整施設利用料助成（規格条件有）（予算の範囲内）
※資材費は除く

3L、2L規格　1／ 3
L3規格　1／4

新　専用肥料助成 白ねぎ専用BB肥料L500・V540 購入金額の10％

ナス
新規生産・増反対策 支柱購入助成（予算の範囲内） １／２
新　専用肥料助成 パッケージ１号 購入金額の10％
新　接ぎ木苗助成 接ぎ木苗購入助成　昨年度同本数以上の購入苗 ５円／本

ミニトマト アンジェレ苗助成 新規・増反苗助成 １／２
新　接ぎ木苗助成 接ぎ木苗購入助成　昨年度同本数以上の購入苗 10円／本

ピーマン 作付拡大対策 JA支柱・ネットセットの購入助成
新規・増反（予算の範囲内） １／２

新　専用肥料助成 パッケージ１号 購入金額の10％

ブロッコリー 10月出荷に向けた対策 潅水資材助成（動力は除く）（予算の範囲内） １／３
新　専用肥料助成 春作ブロッコリー一発・秋作ブロッコリー一発 購入金額の10％

たまねぎ 機械化対策 機械レンタルにかかる支援（予算の範囲内） １／４
ぶどう ぶどうの振興 良品質なぶどうの生産に係る技術指導・集出荷場の検討
菌床しいたけ 年末需要対策 10月～1月光熱費助成（予算の範囲内） 50円／出荷㎏
花卉 作付振興対策 出荷箱購入助成（予算の範囲内） １／３
出荷野菜全般 土壌改良対策 ミネラルＧ粉・粒　フレコン　購入助成

※300kg ／10a上限 購入費10％

バーク堆肥助成 出荷野菜土づくり対策 出荷野菜バラ堆肥助成（２ｔ単位購入）
対象商品：ぐんぐん有機バーク入り、ぐんぐん有機Ａ 税込１，６５０円／ｔ

農業振興基本方針
　「食と農を基軸とした地域に根ざした協同組合」として、相互扶助の理念に基づき、島根おおち地区本部の特色であ
る自然環境と地理的条件を活かした農業振興を強化するとともに、「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の
活性化」に向けて取り組みを行います。
１．水稲…みどりの食料システム戦略（石見高原ハーブ米）を基本とし販売に結びついた米生産の取り組み
２．園芸…県域推進６品目を中心とした栽培体系の確立と所得確保、水田フル活用に向けての取り組み
３．地域…①鳥獣害について市町・猟友会・島根県・JAで対策を実施
　　　　  ②担い手経営体や担い手の経営安定に向けての取り組み
１．水稲の振興
    【販売に結びついた米生産の取り組み】
　　１）特別栽培米「石見高原ハーブ米コシヒカリ」の振興（邑南町）
　　２）特別栽培米「石見高原ハーブ米きぬむすめ」の振興（管内全域）
　　３）特別栽培米「つや姫」の振興（管内全域）
　　４）�石見高原ハーブ米新規生産者及び増反生産者増反分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

･････レッドクローバー・クリムソンクローバー種子代金１／２助成
　　５）追肥労力を削減できる追肥料の実証圃
　 【地力増進対策による品質及び収量向上に向けた取り組み】
　　土壌改良材の購入助成（10％）　暦に記載している基準使用量が対象
　　ミネラルＧ・ケイカル・サンライム・ミネリッチ・田んぼの守・ミネガード・カキテツ・ホスビタ
　　令和５年９月～令和６年５月まで　令和６年産の栽培に使用した土壌改良材
　　※申請用紙の提出が必要となります。
２．園芸の振興
　　�　令和６年度の園芸支援策を作成しました。作付や生産拡大にあたっては以下の支援策がありますので、営農生活

ブロック各事業所までご相談頂き、ご活用ください。
　　※１基本方針：県域６品目（白ねぎ、ミニトマト、たまねぎ、アスパラガス、キャベツ、ブロッコリー）の推進
　　※２基本方針：島根おおち重点振興作物（白ねぎ、なす、ピーマン、ミニトマト、ブロッコリー、たまねぎ）の推進

　　※申請用紙の提出が必要となります。
　　※JAの出荷実績を対象とします。
　　【その他の取り組み】
　　①白ねぎ：出荷量増大をかかげ取り組みます。消費者交流会を実施
　　②白ねぎ：管理機の貸し出しの実施
　　③たまねぎ：ドローンを活用した防除の研究
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農 だ よ り営
水稲　令和 6 年産に向けての品質向上対策水稲　令和 6 年産に向けての品質向上対策

～今一度！ご確認をください～

1．基本技術の徹底
常態化する登熟期間の異常高温に対応するには、土づくりや水管理を始めとする基本技術を今一度確認し確実に

実践するとともに、これまで以上の細やかな管理も必要となる。
本年の品質低下を踏まえた対策は以下のとおりであるが、特に、登熟期間において根の働きが弱まると養水分の

吸収が低下するため、根域の確保や活性維持に努める。

2．作付品種の転換
平坦部において品質向上が難しい地域では、「コシヒカリ」から同熟期で高温登熟性の高い「つや姫」、また熟期が

遅いため高温を回避しやすく、実需者ニーズの高い「きぬむすめ」への品種転換が有効である。
また、新品種として導入が進む「つきあかり」は、農産物検査では2等が多くを占めており（令和5年産米検査実績（JA

しまね）より）、平坦部において1等が高く望めないものの、多収により売上額の確保が可能となる。さらに、「コシ
ヒカリ」より成熟期が6日程度早く収穫作業が分散できるため、選択肢の一つになる。

令和5年度特別号　農産技術情報より抜粋

（1）深耕や有機物の施用
本田初期から根の健全な発達を促すため、耕深15cmを目標に耕起を行い適切な作土深を確保する。

また、良質な有機物を積極的に施用し、透水性や保水力といった物理性を改善する。なお、有機物を
施用した場合は、本田中期までの水管理として間断かん水や中干しを特に適切に行い、土壌の還元化
を抑制する。

（2）土づくり資材の積極的な施用
ケイ酸は、受光体勢の改善により下位葉の光合成能力を高めることで、その枯れ上がりを抑制する。

これにより下位葉からはデンプン合成基質が根へ供給され、根の活性が維持される。
鉄は、水稲生育期間中において、稲わらの急激な分解により土壌中が還元状態となった時に発生す

る有害な硫化水素ガスを無害化し、根への障害を抑制する。
これらの成分を含む資材の施用は、後述の登熟期間における水管理と相まって、根からの水分吸収

を高め、葉からの蒸散を活発にさせる。その結果、葉温や穂温の上昇抑制が期待できる。

（3）登熟期間における適切な水管理
登熟期間においては、本田初期から成長した根の活性を維持するため、早期落水を避け、間断かん

水を可能な限り続ける。また、飽水管理は、間断かん水より収穫作業に備えた地耐力の向上が可能と
なる。また、地温の上昇を抑制する効果が高く、根の活力低下が小さいとの報告がある等有効な技術
と言える。

なお、気象庁から高温やフェーン現象に関する情報が発出された場合は、特に田面が乾いていない
ように注意する。

（4）適期収穫
収穫時期は、青味籾率が10～15％になった時を適期とする。
登熟期間が高温で経過し、品質低下が予想される場合は、収穫、乾燥・調製用機械の掃除等準備を早

めに行い、面積が大きく収穫作業に日数を要する生産者は、青味籾率が15％に達したものから順次収穫
する。

品質向上（高温登熟による白未熟粒の発生を抑制する）対策
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瑞穂事業所
川本事業所
桜江事業所

☎
☎
☎

83-1134
72-0330
92-8025

羽須美事業所
邑智事業所

☎
☎
88-0121
75-1861

石見事業所
大和事業所

☎
☎
95-1224
82-2557

ご注文はJAしまね各事業所で承ります

頭数 最高価格 最低価格 平均価格

中 央 市 場
メス 95 667,700 193,600 448,777 
ヌキ 143 753,500 259,600 488,315 
合計 238 472,533 

島根おおち
メス 8 657,800 193,600 474,513 
ヌキ 17 753,500 372,900 499,400 
合計 25 491,436 

瑞 穂
メス 2 657,800 559,900 608,850 
ヌキ
合計 2 608,850 

羽 須 美
メス
ヌキ
合計 0 0 0 0 

石 見
メス 2 521,400 484,000 502,700 
ヌキ 2 469,700 381,700 425,700 
合計 4 464,200 

川 本
メス
ヌキ 5 753,500 411,400 583,220 
合計 5 583,220 

邑 智
メス 3 463,100 193,600 361,533 
ヌキ 8 375,400 429,000 496,925 
合計 11 460,000 

大 和
メス
ヌキ 1 372,900 372,900 372,900 
合計 1 372,900 

桜 江
メス 1 488,400 488,400 488,400 
ヌキ 1 374,000 374,000 374,000 
合計 2 431,200 

県外移出率県外移出率
45.50%合計合計37.96%去勢去勢雌雌 55.56%

隠岐、西部“反発”、中央“続落”
本県11月の子牛市場は、県全市場（隠岐、西部、中央）
で開設し841頭の取引があり、平均価格は隠岐359,906円
（前回比4千円高）、西部501,723円（前回比15千円高）で
“反発”、中央472,533円（前回比9千円安）で、“続落”の取
引となりました。
隠岐市場では年3回の開設のため上場牛の月齢、体重には
バラツキがありましたが、以前よりバラツキは少しずつでは
ありますが少なくなりました。しかし、4市場で極端な発育
の差がありました。購買者からは「特に初期、中期飼料のマ
ニュアルを参考にしながら与え、しっかりとした牛に仕上げ
てほしい。市場開設月を考慮した繁殖計画も必要」との意見
がありました。また、極端に日齢の若い牛については育成期
間が長いために、飼料高騰のあおりを受け、大きく価格が低
下しました。
西部、中央市場の上場牛は、全体に、日齢の割に発育の悪
い牛、しっかりと飼育管理がしてあり伸びのある牛と価格差
が顕著に表れていました。
枝肉相場においては、景況感がなかなか回復せず、枝肉相
場も改善していない中で引き合いはまだ弱い状況です。

補記
先般、東京食肉市場で年に一度の大イベントである、令
和5年度全国肉用牛枝肉共励会が開催されました。全国から
えりすぐられた500頭の牛の頂点に地元島根県の【㈱松永牧
場】が2年連続、4回目の名誉賞を獲得されました。これを
契機に、『しまね和牛』に更なる明るい光が点ることを切に
期待したいところです。

令和５年11月子牛市場成績表
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12月25日 12月26日 12月27日 12月28日 12月29日 12月30日 12月31日 1月1日 1月2日 1月3日 1月4日 1月5日 1月6日
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

各事業所 
配送受付 通常どおり 通常どおり 

（1月５日配送分） 休み
通常どおり 

（午前中まで 
  受付：

1月５日配送）

通常
どおり 休み

配送 通常配送 配送休止 休み 配送
休止

通常
配送 休み

12/30（土曜日） 12/31（日曜日） 1/1（元旦） 1/2（火曜日） 1/3（水曜日） 1/4（木曜日）

9：00～20：00
土曜営業

９：00～20：00
祝日営業

９：00～20：00
祝日営業

９：00～20：00
祝日営業

９：00～20：00
祝日営業

８：45～20：00
通常営業

年末年始のATM稼働について

年末年始の業務について

店　舗 時間
12月29日 12月30日 12月31日 1月1日 1月2日 1月3日 1月4日 1月5日 1月6日 1月7日 1月8日 1月9日

金曜日 土曜日 日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 月曜日 火曜日

口羽店
開店時間 9：00 9：00

休み
9：00 ９：00

閉店時間 18：00 17：00 17：00 18：00

矢上店
開店時間 9：30 9：30

休み
9：30

定休日
９：30

閉店時間 18：00 18：00 18：00 18：00

日貫店
開店時間 9：00 9：00 9：00

休み
9：00 9：00 ９：00

定休日
９：00 ９：00

閉店時間 18：00 18：00 14：00 17：00 17：00 17：00 18：00 18：00

大和店
開店時間 9：00 9：00 9：00

休み
9：00 ９：00

定休日
９：00 ９：00

閉店時間 18：00 12：00 12：00 18：00 12：00 18：00 18：00

【店　舗】

【配送センター】

店　舗 時間
12月27日 12月28日 12月29日 12月30日 12月31日 1月1日 1月2日 1月3日 1月4日 1月5日 1月6日 1月7日

水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

瑞穂SS
開店時間

通常営業
8：30

休み
8：30 8：30 8：30 通常

営業
８：30

閉店時間 17：00 17：00 17：00 17：00 17：00

井原SS
開店時間

通常営業
8：30

休み
8：30 8：30 8：30 通常

営業
８：30

閉店時間 17：00 17：00 17：00 17：00 17：00

市木SS
開店時間

休み 通常
営業 休み 通常営業 休み 通常

営業 休み 通常営業
閉店時間

阿須那SS
開店時間

通常営業
8：30

休み 通常営業 休み
閉店時間 12：00

日和SS
開店時間

通常営業
9：30

休み 通常営業 休み
閉店時間 12：30

日貫SS
開店時間 8：00 8：00 8：00 8：00 8：00

休み
8：00 8：00 8：00

休み
閉店時間 18：00 18：00 18：00 18：00 14：00 17：00 17：00 17：00

宮内SS
開店時間

通常営業 休み 通常営業 休み
閉店時間

LPGセンター
開店時間

通常営業 休み 通常営業 休み
閉店時間

【給油所・LPGセンター】
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島根おおち
地区本部

問い合わせ先 企画総務部 ☎83-1801

女 性 部 が 行 く

11月13日（月）～17日（金）に女性部が取り組みしました
『米一握り運動』に対しまして、女性部員の皆様をはじめ多くの皆様方の

ご協力のお陰をもちまして、島根おおち管内において
232.１㎏の玄米を集めることができました。

米支援ご協力のお礼

JAしまね島根おおち女性部　部長　森光　美佐子

フ
レ
ミ
ズ
部
会

「
幸
せ
の
た
ね 

た
ん
ぽ
ぽ
」研
修

川
本
支
部
大
忙
し
の
11
月

視
察
研
修

産
業
祭
で
野
菜
の
即
売

生
活
研
修
の
開
催

28
10月

５
11月

24
11月

調
理
実
習

25
11月

フ
レ
ミ
ズ
部
会（
村
上
ユ
リ
会
長
）は
、
広
島
県
へ

視
察
研
修
に
出
か
け
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
恵
ま

れ
、
ま
ず
安
芸
高
田
市
の「
湧わ

く

永な
が

満ま
ん

之じ

記
念
庭
園
」を

訪
問
し
ま
し
た
。
こ
の
公
園
は
５
０
０
種
類
の
バ
ラ

の
他
、
た
く
さ
ん
の
庭
園
が
あ
り
、
部
会
員
は
広
い

園
内
を
楽
し
そ
う
に
散
策
し
、
写
真
撮
影
を
し
た
り
、

薬
草
園
で
は
、
植
え
て
あ
る
植
物
と
名
札
、
効
能
を

見
比
べ
て「
へ
ぇ
、
こ
ん
な
効
能
が
あ
る
ん
だ
」な
ど

と
興
味
深
く
見
学
し
ま
し
た
。
続
い
て
三
次
市
の「
ト

レ
ッ
タ
み
よ
し
」へ
移
動
し
、
産
直
コ
ー
ナ
ー
で
豊
富

に
陳
列
さ
れ
た
野
菜
、
加
工
品
、
手
芸
品
を
見
学
し

た
あ
と
、
ト
レ
ッ
タ
内
の
地
元
食
材
を
使
っ
た
バ
イ

キ
ン
グ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
し
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

川
本
支
部
は
、川
本
町
産
業
祭
で
白
菜
、里
芋
、

西
条
柿
な
ど
の
野
菜
や
手
芸
品
な
ど
を
特
設
テ

ン
ト
で
販
売
し
ま
し
た
。
前
日
の
午
後
に
商
品
を

持
ち
寄
り
、
一
品
一
品
に
丁
寧
に
値
付
け
を
し
ま

し
た
。
当
日
は
天
候
も
良
く
多
く
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
き
、野
菜
は
早
い
時
間
に
完
売
し
ま
し
た
。

普
段
あ
ま
り
見
か
け
な
い「
干
し
ず
い
き
」や「
獅

子
柚
子
」な
ど
も
あ
り
、
来
店
者
か
ら
は「
こ
の

野
菜
は
ど
う
調
理
す
る
ん
で
す
か
？
」な
ど
の
質

問
も
あ
り
、部
員
が
調
理
法
の
説
明
を
す
る
な
ど
、

来
店
者
と
の
ふ
れ
あ
い
も
で
き
、
国
消
国
産
の
取

り
組
み
も
で
き
ま
し
た
。

生
活
研
修
は
、
三
島
管
理
棟
で
開
催
し
ま
し
た
。

前
半
は
、『
家
の
光
』の
記
事「
わ
た
し
仕
様
の
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」を
活
用
し
、
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
や
大

学
ノ
ー
ト
を
使
っ
た
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
研
修

を
企
画
総
務
部
の
唐
溪
職
員
か
ら
受
け
ま
し
た
。
後

半
は
、「
か
ん
た
ん
！
草
木
染
め
」と
題
し
て
部
員
の

坂
田
マ
チ
子
さ
ん
が
講
師
に
な
り
、
草
木
染
め
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
坂
田
さ
ん
か
ら
草
木
染
め
の
手
順

や
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
聞
い
た
後
、
水
洗
い
し
た
布
に

輪
ゴ
ム
を
使
っ
て
絞
り
を
作
り
、
タ
マ
ネ
ギ
の
皮
を

煮
出
し
た
染
液
で
染
め
ま
し
た
。
輪
ゴ
ム
を
外
す
の

に
苦
戦
し
ま
し
た
が
、
き
れ
い
に
染
め
上
が
り
ま
し

た
。
坂
田
さ
ん
は「
自
分
で
工
夫
し
て
、
袋
や
帽
子
、

ハ
ン
カ
チ
な
ど
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」と
話
さ
れ
ま
し

た
。

11
月
に
は
Ｊ
Ａ
中
野
農
業
団
地
セ
ン
タ
ー
で
ハ
ム

と
ウ
イ
ン
ナ
ー
を
作
り
ま
し
た
。ハ
ム
は
、鶏
肉
、豚
肉
、

牛
肉
ミ
ン
チ
を
使
い
、
粘
り
が
出
る
ま
で
し
っ
か
り

練
り
２
等
分
し
て
、
一
方
は
そ
の
ま
ま
、
一
方
に
は
刻

ん
た
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
を
混
ぜ
込
み
、
二
人
一
組
で
息
を

合
わ
せ
充
填
機
か
ら
袋
に
３
０
０
ｇ
ず
つ
絞
り
出
し

て
ク
リ
ッ
プ
止
め
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ウ
イ
ン
ナ
ー

は
イ
ノ
シ
シ
肉
を
ミ
ン
チ
に
し
て
刻
ん
だ
シ
ョ
ウ
ガ
と

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
を
混
ぜ
込
み
、
豚
の
腸
に
詰
め
ま
し

ま
し
た
。
双
方
と
も
70
～
75
℃
で
40
分
～
60
分
ボ
イ

ル
し
完
成
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は「
帰
っ
て
食
べ
る

の
が
楽
し
み
ー
」「
す
ご
く
面
白
か
っ
た
。
ま
た
作
ろ

う
ね
」と
再
会
を
約
束
し
ま
し
た
。
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今
月
も
皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
が
た
く

さ
ん
届
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
他
、
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご
意

見
ご
要
望
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お便り紹介お便り紹介

西
部
３
Ｊ
Ａ
女
性
部
交
流
会

17
11月

島
根
お
お
ち
、
い
わ
み
中
央
、
西
い
わ
み
の
西
部
３
地
区
の
女
性
部
員
が
参
加
し「
西
部
３
Ｊ
Ａ
女
性
部
ふ
れ
あ

い
研
修
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
、
西
部
の
女
性
部
が
力
を
合
わ
せ
て
女
性
部
活
動
を
盛
り
上
げ
て

い
く
こ
と
を
目
的
に
始
ま
り
11
年
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
度
は
島
根
お
お
ち
女
性
部
が
当
番
と
な
り
、
研
修
会
の
企

画
、
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、矢
上
交
流
セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
、モ
ル
ッ
ク
と
お
米
の
重
さ
当
て
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。
モ
ル
ッ
ク
は
、

初
め
て
体
験
す
る
方
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
す
ぐ
に
ル
ー
ル
を
覚
え
、
楽
し
く
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。
お
米
の
重
さ
当

て
ゲ
ー
ム
は
、
各
地
区
対
抗
で
行
い
、
変
動
す
る
デ
ジ
タ
ル
秤
の
数
字
に
歓
声
が
上
が
り
、
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

午
後
は
場
所
を
移
動
し
、
家
の
光
協
会　

稲
村
沙
織
氏
を
講
師
に『
家
の
光
』12
月
号
別
冊
付
録「
得
す
る
お
金
10

の
習
慣
」を
使
い
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
よ
り
家
計
が
変
わ
る
こ
と
や
、
得
す
る
お
金
○
×
ク
イ
ズ
な
ど
で
お
金
に

つ
い
て
学
ん
だ
後
、
２
０
１
６
年『
家
の
光
』１
月
号
に
掲
載
さ
れ
た「
箸
置
き
」を
千
代
紙
で
作
り
ま
し
た
。
参
加

さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
始
終
笑
顔
で
、
笑
い
声
の
絶
え
な
い
一
日
と
な
り
、
地
区
本
部
を
超
え
て
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
交
流
を
図
り
、
良
い
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
モ
ル
ッ
ク
…
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
開
発
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ

◇
10
月
７
日
の
〝
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
交
通
ル
ー
ル
を
学
ぶ
〟
に
孫
も
参
加
し
ま
し
た
。

と
て
も
楽
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。
楽
し
く
交
通
ル
ー
ル
が
学
べ
る
よ
う
な
企
画
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

瑞
穂
支
店
管
内　

Ｉ
さ
ん　

60
代

●
ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
孫
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
よ
う
で
幸
い

で
す
。
い
つ
ま
で
も
楽
し
い
思
い
出
と
し
て
残
っ
て
ほ
し
い
で
す
‼
😄

◇
秋
の
味
覚
「
島
根
あ
ん
ぽ
が
で
き
る
ま
で
」
と
て
も
興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。
食
べ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

石
見
支
店
管
内　

Ｔ
さ
ん　

60
代

●
西
条
柿
は
そ
の
ま
ま
食
べ
る
と
渋
い
で
す
が
、
熟
し
た
り
、
干
し
た
り
す
る
と
甘
く

な
る
の
は
不
思
議
で
す
ね
。
子
ど
も
の
頃
、
お
や
つ
と
し
て
よ
く
食
べ
ま
し
た
。
軒
先

に
の
れ
ん
の
よ
う
に
吊
る
さ
れ
た
干
し
柿
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
😊

◇
農
業
を
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
の
頑
張
り
が
伝
わ
っ
て
く
る
記
事
が
多
く
て
励
み

に
な
り
ま
す
。
私
は
、
大
き
な
事
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
孫
た
ち
が
喜
ん
で
食
べ
て
く
れ

る
の
が
う
れ
し
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

桜
江
支
店
管
内　

Ｏ
さ
ん　

60
代

●
一
生
懸
命
作
ら
れ
た
作
物
を
、
お
孫
さ
ん
た
ち
が
喜
ん
で
食
べ
ら
れ
る
の
は
嬉
し
い
で

す
し
、
と
て
も
励
み
に
な
り
ま
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
農
業
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
‼
💪

◇
20
年
前
に
植
え
た
冬
桜
が
今
年
も
咲
き
ま
し
た
。
紅
葉
や
銀
杏
の
葉
が
色
づ
く
と
咲

き
始
め
、
３
月
頃
ま
で
と
て
も
き
れ
い
で
す
。
一
足
早
く
春
が
来
た
よ
う
な
気
持
に
な

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

川
本
支
店
管
内　

Ｍ
さ
ん　

70
代

●
冬
咲
き
の
桜
が
あ
る
の
で
す
ね
。
と
き
ど
き
晩
秋
か
ら
冬
に
咲
い
て
い
る
桜
を
見
る

と
、「
何
か
勘
違
い
を
し
た
の
か
な
？
」と
思
い
…
、桜
に
大
変
失
礼
で
し
た
。
桜
さ
ん「
本

当
に
ご
め
ん
な
さ
い
‼
」
😓
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JAしまね 島根おおち統括支店 金融課 TEL.0855-83-1803年金に関する疑問・質問は
お気軽にご相談ください

　今年度２回目となる年金受給者日帰り旅行を総勢109名、
４日間にわたり行いました。
　私は、初日の10/27に添乗させていただきました。
　当日は時間帯により雹や雨が降りましたが、日頃の行いが
良く（？）降りが強い時間帯は、ちょうどバスの車内や屋内で
過ごすことができました。

次回の年金旅行は、来年の春に実施ができるよう頑張ります！お楽しみにお待ちくださいませ。
今月号で『相談会でよくある相談内容』について掲載する予定でしたが、２月号で掲載いたします。
今年も１年間「年金びより」をご覧いただきありがとうございました。

櫻井家可部屋集成館「奥出雲の名勝」
初日は、まだ紅葉が始まっていなかったですが、11/7、８には
少しずつ色づき始めており、秋を感じる事ができたようです。

奥出雲おろち号
１回でいいから乗って
みたかったです…

道の駅酒蔵奥出雲交流館
お酒の試飲を楽しまれる方や、お土産品の品定めをされる方・・・たくさんあって何を
買おうか迷うほどでした。
日本酒の製造工程で産出される米ぬかを使った「レジ袋」・美肌成分を使った「フェイ
スマスク」などもありました。

舞茸奥出雲「直売所」
到着すると舞茸の試食コーナーで舞茸を頂き、工場見学もさせていただ
きました。
１株の大きさがキャベツ大の舞茸をたくさんお土産に買われていました。
私も舞茸ソテーにして家族で楽しみました。

玉峰山荘「宴会」
皆様お酒なども楽しみながら召し上がられました。
お漬物に見慣れない茎があり、従業員の方にお伺いすると蓮根の
茎とのことでした。聞くところによると、お土産コーナーで販売され
ていたそうで、すごく美味しかったので買って帰りたかったです。

木次線乗車（JR三井野原駅⇒��⇒JR出雲横田駅）
初日の27日は一時的な悪天候のため、JRの信号にトラブルがあ
り、残念ながら列車に乗車することができませんでした。代わり
に出雲坂根駅でスイッチバックの説明を現地ガイドからしてもら
いました。
11/1以降の実施日では乗車はできましたが、11/23に『おろち
号』の運行終了が決まっていたためか、普通列車でも立席が出る
ほど超満員の日もありました。

1月年金相談会 桜江支店 1/20（土）9：00～12：00

乗車するはずだった
木次線の列車

今年１年の感謝の気持ちを込めて、
各支店でプレゼントをご用意して
皆様のご来店をお待ちしております。

12月20日（水）
島根おおち地区本部 全支店で
来店感謝デーを開催します。

【新NISAのお問い合わせ先】
  JAしまね　瑞穂支店（0855）83-1803

※この記事は、投資知識の普及啓発を目的としたものであり、特定の商品の売買の勧誘を目的としたものではありません。
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　今年度２回目となる年金受給者日帰り旅行を総勢109名、
４日間にわたり行いました。
　私は、初日の10/27に添乗させていただきました。
　当日は時間帯により雹や雨が降りましたが、日頃の行いが
良く（？）降りが強い時間帯は、ちょうどバスの車内や屋内で
過ごすことができました。

次回の年金旅行は、来年の春に実施ができるよう頑張ります！お楽しみにお待ちくださいませ。
今月号で『相談会でよくある相談内容』について掲載する予定でしたが、２月号で掲載いたします。
今年も１年間「年金びより」をご覧いただきありがとうございました。

櫻井家可部屋集成館「奥出雲の名勝」
初日は、まだ紅葉が始まっていなかったですが、11/7、８には
少しずつ色づき始めており、秋を感じる事ができたようです。

奥出雲おろち号
１回でいいから乗って
みたかったです…

道の駅酒蔵奥出雲交流館
お酒の試飲を楽しまれる方や、お土産品の品定めをされる方・・・たくさんあって何を
買おうか迷うほどでした。
日本酒の製造工程で産出される米ぬかを使った「レジ袋」・美肌成分を使った「フェイ
スマスク」などもありました。

舞茸奥出雲「直売所」
到着すると舞茸の試食コーナーで舞茸を頂き、工場見学もさせていただ
きました。
１株の大きさがキャベツ大の舞茸をたくさんお土産に買われていました。
私も舞茸ソテーにして家族で楽しみました。

玉峰山荘「宴会」
皆様お酒なども楽しみながら召し上がられました。
お漬物に見慣れない茎があり、従業員の方にお伺いすると蓮根の
茎とのことでした。聞くところによると、お土産コーナーで販売され
ていたそうで、すごく美味しかったので買って帰りたかったです。

木次線乗車（JR三井野原駅⇒��⇒JR出雲横田駅）
初日の27日は一時的な悪天候のため、JRの信号にトラブルがあ
り、残念ながら列車に乗車することができませんでした。代わり
に出雲坂根駅でスイッチバックの説明を現地ガイドからしてもら
いました。
11/1以降の実施日では乗車はできましたが、11/23に『おろち
号』の運行終了が決まっていたためか、普通列車でも立席が出る
ほど超満員の日もありました。

1月年金相談会 桜江支店 1/20（土）9：00～12：00

乗車するはずだった
木次線の列車

１月の行事予定

18日（木）・19日（金）・20日（土）１月の外勤日

仕事始め 女性部と役職員の対話集会1月4日 1月22日木 月
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